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Lanes, m: 50 bp DNA size ladder, 1:

HS10,HS3,HS2, 2: HS1,HS8/HS17, HS23/36,

3: HS15/HS31,HS53,HS6, HS44, 4: HS4B,

HS4A, HS41, M: 100bp DNA size ladder.

表 1 Penner法で型別可能な血清群の種類と含まれる抗原因子

血清群 抗原因子(HS) 血清群 抗原因子(HS) 血清群 抗原因子(HS)

A群 k群 1 2 Y群 37 

B群 L群 回 z群 38 

c群 3 N群 18 Z2群 回
D群 14, 13, 16, 43,150 0群 19 Z4群 45 

E群 5 P群 21 Z5群 52 

F群

冒
R群 |23, 36,l53| Z6群 55 

G群 s群 27 Z7群 57 

I群 u群 回
J群 1 1 V群 32 

□ :PCR型別法で検出可能だった抗原因子

は両方の で検出可能であった。

また， 型別法では群の と や

群の と はそれぞれの抗原囚子

として検出可能であり，従来の 法と同等

以上の特異度で主要な抗原囚子を検出可能であ

ることが示された（表）。

図 1 Penner PCR型別法

上から

原因子を含む血清群のうち， 群では

群では で の増幅ができなかった。

ただし， については分離株を用いた解析

で検出可能であることが確認されている。標準

株の が検出できなかった理由としては，

レファレンスセンター保有の標準株と

が使用している標準株が異なっており，抗原

遺伝子に違いがある可能性が考えられた。実際，

分離株で検出された の増幅断片をシーク

エンス解析したところ，

致した。また， 型別法では

と のつの

は

の標準株と一

を

で検出しているが，

でのみ検出され，

3. 2 Penner PCR法の有用性の検証

平成 年に県内の医療機関から収集した散

発下痢症患者由来 株と食困から分離した

株について血清型別試験を行ったところ， 株

が型別不能もしくは複数血清型に反応し，型別

できなかった。そこで，これらの菌株について

型別法を行ったところ， 株で型別が可能

であった（表）。 型別法により型別され

た 株の内株は であり特定の型の

集積がみられた。この中には，鶏困由来株もあ

り，汚染食品の流通の可能性が示唆された。

平成 年 月に発生した焼鳥店が原囚施設

と推定される食中毒疑い事例では，患者 名か

ら分離された茜株のうち株は 群に型別され

たが，もう 株が型別不能となっていた。

型別法では，両株ともに に型別され，

菌株間の関連性を示すことができた。また，平

成 年月に発生した焼肉店が原因施設と推定

された食中毒疑い事例では， 型別法により

患者 名から分離された菌株がいずれも異なる

型であることを明らかにした 。カンピロバク

ターは食品中ではほとんど増殖できず，食品の

汚染状況によっては同じ事例内で複数の血清型

が確認されることもある。この事例においても

単一食品の複数血清型の汚染を必ずしも否定す

ることはできないが，カンピロバクター食中毒
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No. Penner PCR
1 B/S HS2
2 B/L/S HS2
3 HS2
4 HS2
5 L/S HS8/HS17
6 L/S HS8/HS17
7 L/S HS53
8 L/S HS2
9 P/S
10 G/S HS8/HS17
11
12 HS8/HS17
13 HS1
14 HS8/HS17
15 HS8/HS17
16 HS8/HS17
17 HS2
18 L/S HS2
19 L/S HS53
20 G/S HS8/HS17
21 HS1


